
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

東10 ＰＨＳの廃止に伴う次世代構内通信システムの構築

2  課題の詳細

求める技術︓⑦

東京都

4  技術の導入により代替が期待される業務

水道施設内の地下などでは構内PHSシステムが導入されている。そのため、一般の通信キャリアが圏外になる
場所でも通話が可能であり、異常時などの連絡手段として活用されている。また、発災時も安定して通信できる
とされている。

構内PHSシステムは、データ通信容量の制限により、音声通話が主体であり、写真などのデータ転送やビデオ
通話をすることはできない。

また、公衆PHSサービスが2023年3月で終了していることから、構内PHSにおいてもシステムの維持にかか
るコストの上昇が懸念されている。

次世代構内通信システムとして、高いセキュリティを確
保でき、高速かつ大容量通信が可能なシステム。
イニシャルコスト・ランニングコストが優れている技術。

写真やビデオ通話等により、構内での事故・故障発生時の状況を即座に報告でき、迅速かつ的確な対応が可能
となる。また、今後の導入が期待されるIoTデバイスやAIアプリケーションとの連携も期待される。
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